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　ＪＡしまね女性部は６月６日～８日の３日
間、「第１１回アグリレディース大学」を開催し、県内各地か
ら女性部員など２９人が参加しました。
　この企画は、女性部員が地域や世代を超えて交流・情報
交換することにより仲間意識の輪を広げて親睦を深めるとと
もに、見識を広め女性部活動の活性化を図ることを目的に２
年に１回開催しています。
　１１回目となる今年度は九州を視察先に選び、熊本地震被
災地を訪れて震災への備えや復興支援について学ぶととも
に、防災に対する意識を高め、万一のための女性組織活動
をすすめる契機としました。
　ＪＡしまね女性部は今年４月に県単一組織として発足しまし
た。今後も様々な活動を通して仲間づくりの輪を広げ、女
性部の活動
の基本であ
る「食と農を
基軸とした活
動」などの充
実をはかって
いくこととし
ています。

　江津市後地町の道の駅「サンピコごう
つ」で6月17日～18日の2日間、「かわピコまつり」が開
催されました。「サンピコ」は海彦（うみピコ）、山彦（やま
ピコ）、川彦（かわピコ）の三人に由来しており、それぞれ
海の幸、山の幸、川の幸を象徴しています。この祭りでは
その名のとおり、清流「江の川」の幸である若鮎のつかみ
取りや鮎の塩焼き、川魚の天ぷらなどの販売が行われ、多
くの来場者で賑わいました。
　また、18日には、同道の駅内の産直市場のレジ通過者が
100万人を突破し、100万人目となった江津市江津町の主
婦中谷葵さんに記念品が送られました。いわみ中央地区本
部からは井上宗治本部長が「石見白いるかの舞（コシヒカ
リ10kg）」を記念品として贈呈しました。
　中谷さんは、若鮎のつかみ取りを楽しみにご主人と長男と
ともに訪れていて、「山口県岩国市から転居して6月1日に
江津市民になったば
かりで感激していま
す。産直市場は野菜
も魚介も新鮮で安心
できるので、今後も
利用したいです」と
喜んでいました。

　西いわみ地区本部ぶどう部会（部会長福原博）は６月５日、
益田市役所を訪れ益田市のＰＲに役立ててほしいと山本浩章
市長にシャインマスカットを贈呈しました。
　同部会の福原博部会長、同部会青年部の岩﨑崇司部長、
西いわみ地区本部の田村清己本部長が益田市長と面会し、
超早期加温栽培を行ったシャインマスカットを手渡しました。
　シャインマスカットを試食した山本市長は「口の中でシャ
インマスカットの香りが広がってとてもおいしいですね」と
感想を話しました。
　全国では長野県、山梨県、岡山県に次いで、５月２５日に
初出荷が行われ、また５月の出荷は島根県が２００６年にシャ
インマスカットを導入以降初めての事となりました。

西いわみ

本　店

益田市長へ
シャインマスカットを贈呈

アグリレディース大学を開催
いわみ中央

かわピコまつり盛大に開催！

島根おおち

　島根おおち地区本部米穀農産課は、６月２７日、広島市内
のスーパー「スパーク」の社長、常務他６人を招き、出荷
している野菜について理解と関心を持ってもらうため管内の
農地を視察案内しました。
　「スパーク」とは、野菜の出荷をはじめ、１１月から約１ヶ
月間で管内産のもち米の宣伝のため職員数人が交代で店舗
前で杵つきもちの実演販売を行うなど３０年以上前から交流
しています。
　視察したのは、出羽地区にあるミニトマト農家や高原地区
にある農事組合法人星ヶ丘の中ナス、白ネギの圃場と島根
おおち地区本部の野菜の集荷場、米倉庫、牛舎といった施
設などです。
　スパークの社長は「産地を実際に見ることが出来て非常
によかった。直
接農家と情報交
換し、生育を確
認することがで
き、大変勉強に
なった」と話さ
れました。

株式会社「スパーク」が
管内産地を視察

井上本部長（右）から記念品を受け取る中谷さん家族

山本市長（左）にシャインマスカットを手渡す福原部会長

被災した熊本県の藤木牧場で藤木亨大代表取締役（左）
から説明を聞く女性部員
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６
月
16
日
、
第
３
回
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
総
代
説
明
会
を
、

邑
南
町
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
総

代
定
数
67
人
の
う
ち
、
52
人
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
３
回
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
総
代
説
明
会

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
人
口
減
少
や

超
高
齢
化
社
会
、
農
業
者
の
高
齢
化
な
ど
農

業
・
地
域
社
会
の
活
力
低
下
は
深
刻
な
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
平
成

28
年
11
月
に
政
府
の
農
林
水
産
業
・
地
域
の

活
力
創
造
本
部
に
お
い
て
、「
農
業
競
争
力
強

化
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
等
が
決
定
さ
れ
、
今
後
具

体
化
に
向
け
た
法
案
、
予
算
、
税
制
の
動
向

に
対
し
、
生
産
現
場
の
声
を
反
映
す
る
仕
組

み
を
進
め
、
政
策
提
言
を
行
な
っ
て
い
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経
済
連
携

協
定
）
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
12
月
の
臨

時
国
会
に
お
い
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
承
認
案
及
び
関
連

法
案
が
可
決
・
成
立
し
た
も
の
の
、
米
国
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
就
任
に
よ
り
現
政
権
で
の

Ｔ
Ｐ
Ｐ
発
行
は
難
し
い
状
況
に
な
っ
て
お
り
、

今
後
の
交
渉
の
動
向
に
注
視
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
に
お
い
て
は
、「
第

１
次
中
期
経
営
計
画
」
の
重
要
実
施
事
項
で

あ
る

①�

安
全
・
安
心
な
管
内
の
農
畜
産
物
の
持
続
的
・

安
定
的
な
供
給
、
信
頼
を
得
ら
れ
る
地
域
の

農
業
の
実
現
及
び
農
家
所
得
の
向
上

（単位：千円）財務・事業成績
28 年度

事業利益 148,866
経常利益 179,630
当期剰余金 155,541
貯　金 56,181,720
貸出金 11,675,161
長期共済保有高 203,045,590
短期共済新契約掛金 765,410
購買品供給高 2,580,729
受託・買取販売品 1,481,795

※ 28 年 4 月１日～ 29 年 3 月 31 日の実績です。※ 1.「当期首」は平成 28 年 4 月 1 日現在であり、「当期末」は平成 29 年 3 月 31 日現在です。
※ 2.「当期増加」「当期減少」は平成 28 年 4 月 1 日～平成 29 年 3 月 31 日の期間です。

（単位：組合員数）

資　格　区　分 当期首 当期増加 当期減少 当期末
正
組
合
員

個　人 4,408 66 184 4,290

法　人 農事組合法人 19 1 0 20
その他の法人 13 1 0 14
計 4,440 68 184 4,324

准
組
合
員

個　人 6,830 179 222 6,787
農業協同組合 0 0 0 0
農事組合法人 0 0 0 0
その他の団体 214 4 6 212

計 7,044 183 228 6,999
合　　計 11,484 251 412 11,323

（備　　考）当期末正組合員戸数 3,853 戸
　　　　　 当期末准組合員戸数 3,911 戸

島根おおち地区本部
組合員の状況

事
業
報
告
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②�
総
合
事
業
を
通
じ
て
地
域
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
確
保
の
一
翼
を
担
い
、
豊
か
で
暮
ら
し

や
す
い
地
域
社
会
の
実
現
へ
の
貢
献

③�

こ
れ
か
ら
の
管
内
を
支
え
る
次
世
代
と
と

も
に
食
と
農
を
基
軸
と
し
て
地
域
に
根
ざ

し
た
協
同
組
合
と
し
て
存
立
す
る
Ｊ
Ａ

を
目
指
し
、
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

28
年
度
も
特
別
栽
培
米
ハ
ー
ブ
米
き
ぬ
む

す
め
を
中
心
に
、「
結
び
つ
き
米
」
に
よ
る
販

売
を
起
点
と
し
た
も
の
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

販
売
所
得
の
確
保
・
生
産
拡
大
に
努
め
、
さ

ら
な
る
産
地
全
体
の
水
稲
振
興
と
所
得
増
大

を
目
指
し
１
・
90
㎜
ふ
る
い
目
交
換
へ
の
取

り
組
み
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
営
農
生
活
事
業
に
お
け
る
組
合
員

対
応
の
迅
速
化
、
視
線
化
、
効
率
的
運
営
を

図
る
た
め
、
ブ
ロ
ッ
ク
体
制
へ
の
移
行
を
行

な
い
ま
し
た
。
組
合
員
・
利
用
者
へ
の
指
導

や
問
い
合
わ
せ
な
ど
の
対
応
の
迅
速
化
、
職

員
レ
ベ
ル
の
平
準
化
や
専
門
性
を
高
め
、
業

務
及
び
事
務
の
集
約
化
を
図
る
こ
と
で
効
率

的
な
運
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
作
況
指
数
は
１
０
４
で「
や

や
良
」
と
な
り
、
前
年
産
に
比
べ
て
25
㎏
の

今
後
、
島
根
お
お
ち
で
の
減
損
損
失

の
見
通
し
は
ど
う
か
。

平
成
29
年
度
は
桜
江
支
店
の
移
転
に

伴
い
、
８
０
０
万
程
度
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。
今
後
も
施
設
の
集
約
化
や
合
理

化
の
進
展
に
伴
い
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

総
代
定
数
が
減
り
、
集
落
単
位
の
総

代
の
選
出
方
法
が
難
し
く
な
っ
た
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
第
１
期
に
選
出
頂
い
た

選
挙
区
ご
と
の
選
出
方
法
を
参
考
と

さ
れ
、
選
挙
区
単
位
で
の
選
考
を
お
願
い
し

ま
す
。

組
合
員
、
特
に
農
業
従
事
者
た
る
正

組
合
員
の
減
少
に
つ
い
て
、
Ｊ
Ａ
と

し
て
ど
う
対
応
す
る
の
か
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
な
り
、
加
入
要
件
の

緩
和
も
な
さ
れ
、
複
数
組
合
員
の
促

進
な
ど
平
成
29
年
度
よ
り
正
組
合
員
加
入
促

進
運
動
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

雲
南
地
区
本
部
の
特
別
損
失
が
数
字

と
し
て
目
立
つ
が
、
ど
う
い
っ
た
内

容
の
も
の
か
。

会
計
基
準
に
準
拠
し
、
店
舗
の
収
支

が
２
期
連
続
赤
字
、
不
稼
動
と
な
っ

た
施
設
等
に
つ
い
て
、
一
定
の
基
準
の
も
と

固
定
資
産
の
帳
簿
価
格
を
減
損
（
損
失
）
計

上
し
た
こ
と
に
よ
る
。
明
細
は
総
代
会
資
料

57
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
進
ん
で
い

る
が
、Ｊ
Ａ
と
し
て
の
対
策
は
あ
る
か
。

行
政
と
連
携
し
な
が
ら
、
後
継
者
の

育
成
は
就
農
し
や
す
い
環
境
づ
く
り

を
行
な
い
、
特
に
、
単
価
・
単
収
を
上
げ
コ

ス
ト
を
抑
え
、
再
生
産
可
能
価
格
で
の
販
売

を
行
い
「
儲
か
る
農
業
」
の
実
現
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
対
策
は
ど
う
か
。

牛
の
放
牧
や
エ
ゴ
マ
の
栽
培
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
方
法
を
模
索
し
、
農
地
の

有
効
活
用
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

Ｊ
Ａ
し
ま
ね
と
な
り
、
監
査
業
務
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

監
事
…
理
事
の
職
務
執
行
と
地
区
本

部
は
業
務
監
査

監
査
部
…
全
部
署
、
業
務
の
無
通
告
監
査

地
区
本
部
…
巡
回
指
導
と
自
主
検
査

な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
購
買
・
販
売
・

利
用
事
業
な
ど
は
、
県
下
で
事
務
方
法
に
か

な
り
の
差
異
が
あ
り
、
ま
ず
は
、
事
務
マ
ニ
ュ

ア
ル
の
作
成
を
早
急
に
行
な
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

以
下
、
地
区
本
部
総
代
説
明
会
の
主
な

意
見
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

増
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
中
旬
か
ら
下
旬
に

か
け
て
最
低
気
温
が
低
く
推
移
し
た
こ
と
や

「
い
も
ち
病
」
の
発
生
が
あ
っ
た
も
の
の
、
８

月
下
旬
ま
で
の
天
候
が
高
温
・
多
照
・
少
雨

で
推
移
し
た
こ
と
か
ら
１
穂
当
り
の
籾
数
は

増
化
し
、
粒
の
肥
大
も
良
好
で
あ
っ
た
た
め

収
量
は
多
く
な
り
ま
し
た
。
米
の
品
質
に
お

い
て
は
、
高
温
障
害
等
に
よ
り
１
等
米
比
率

は
84
・
６
％
と
前
年
を
下
回
る
結
果
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
た
な
取
組
み
と
し
て
、
米
の
買

い
取
り
制
度
を
導
入
し
、
早
期
で
の
一
括
精

算
を
す
る
こ
と
で
農
家
所
得
の
安
定
を
図
り

ま
し
た
。

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
最
終
決
算
状
況

は
、
事
業
総
利
益
が
20
億
９
５
５
万
円
で
、

事
業
管
理
費
が
18
億
６
，
０
６
８
万
円
、
事

業
利
益
１
億
４
，
８
８
６
万
円
、
当
期
剰
余

金
１
億
５
，
５
５
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
年
間
、
当
地
区
本
部
運
営
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
組
合
員
、
関
係

者
の
皆
様
に
心
か
ら
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。
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農 だ よ り営

薬剤名 １０a 当り薬剤量 使用上の注意
粉　剤 スタークル粉剤 DL 3kg 発生時随時防除　収穫７日前まで

薬剤名 10ａ当り薬剤量 使用上の注意

粉剤
１回目 ビームトレボン粉剤５DL

（穂首いもち同時防除） ４㎏ 穂揃期を中心　収穫７日前まで

２回目 スタークル粉剤 DL ３㎏ １回目散布後７～10 日後
収穫７日前まで

液剤
１回目

ビームエイトトレボンゾル
（穂首いもち同時防除） 650 倍（薬剤 230㏄／水 150ℓ）穂揃期を中心　収穫 14 日前まで

ダブルカットトレボンフロアブル
（穂首いもち同時防除） 1000 倍（薬剤 150㏄／水 150ℓ）穂揃期までに

２回目 スタークル液剤 10 1000 倍（薬剤 150㏄／水 150ℓ）１回目散布後７～１０日後
収穫 7 日前まで

薬剤名 １０a 当り薬剤量 使用上の注意
粉　剤 ラテラトレボン粉剤 ４kg 穂ばらみ期　　収穫１４日前まで

液　剤 ブラシンフロアブル 1000 倍（薬剤 150㏄／水 150ℓ） 出穂 10 日前までに散布する
収穫７日前まで

薬剤名 10ａ当り薬剤量 使用上の注意
粉　剤 バリダシン粉剤 ３～４㎏ 穂ばらみ期～出穂期　             収穫 14 日前まで
粒　剤 モンガリット粒剤 ３～４㎏ 出穂２～３週間前に潅水状態で使用   収穫 45日前まで
液　剤 バリダシン液剤 5 1000 倍（薬剤 150㏄／水 150ℓ）穂ばらみ期～出穂期　             収穫 14 日前まで

薬剤名 10ａ当り薬剤量 使用上の注意
粉　剤 ブラシン粉剤 ３～４㎏ 穂ばらみ期～穂揃期　収穫７日前まで
液　剤 ブラシンフロアブル 1000 倍（薬剤 150㏄／水 150ℓ）穂ばらみ期～穂揃期　収穫７日前まで

水　稲
【水管理について…7 月～８月】
（１）幼穂形成期～穂揃期…根の活力を保つ！！

稲の一生で最も水の必要な時期になります。根ぐされや下葉の枯れ上がりを防ぐため、こまめな間断灌水を行いま
しょう。

（２）穂揃期～登熟期…水田の夜間温度を下げる努力を！！
出穂後20日間は米の肥大が旺盛な時期なので、土壌水分が不足しないよう間断灌水を行い、根の活力を保つために
常時の灌水は避けてください。また、夜間に高温が続く場合は心白粒対策のため、夜間の用水のかけ流しを行って
ください。

（３）落水…早期落水をしない！！
早期落水は玄米の充実不足や、未熟粒、死米を増加させます。また、胴割れ粒や過乾燥の原因となり品質を低下さ
せるため、落水は穂揃い後25日頃（熟れ色の着き始め）を目安にしてください。

【病害虫防除…穂いもち、紋枯病、カメムシ、ウンカ】
○穂いもち防除

○紋枯病防除

○稲こうじ防除

○カメムシ防除

○フタオビコヤガ（イネアオムシ）・ウンカ・ツマグロヨコバイ防除

※ハーブ米及びつや姫の生産者の方は使用できる薬剤が限られますので、防除にあたっては稲作ごよみ又は、各支所営農生活課へご確認下さい。

カメムシ類は、水田周辺の雑草で増
殖し、稲穂が出ると穂に集まり実
を吸汁し、斑点米を発生させます。
フタオビコヤガは幼虫が葉を食害
し、葉にカスリ状の食痕が見られ、
多発すると葉が食いつくされて中
央の葉脈だけが残ります。

斑点米の原因となるカメムシ類と葉を食害するフタオビコヤガ

アカスジカスミカメ ホソハリカメムシ トゲシラホシカメムシ
フタオビコヤガ
（イネアオムシ）
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農 だ よ り営

重点品目野菜について病害虫の予防徹底を図りましょう！

※梅雨明け後の遮光資材の設置・病害虫防除の徹底と灌水を定期的に行って下さい。

※尻腐れ（カルシウム欠乏症状）予防のためカルプラスを定期的に散布して下さい。

農薬散布される前に防除日誌を確認し、使用回数等使用基準を厳守！

夏休み後の土寄せは気温下がってから！！

※雨や強風の後、「褐色腐敗病」が多発しますので、必ず防除して下さい。

●白ねぎ…お盆時期からさび病の予防を開始しましょう

●ナス…雨が多くてもダニの発生に注意しましょう

●ミニトマト…単価の高い９月出荷にむけてトマトトーン処理はていねいに！

●ピーマン…降雨後はヘタの痛みに注意して出荷をお願いします！

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

8 月
ネギアザミウマ・ヨトウムシ ディアナ SC 2500 ～ 5000 倍 収穫前日まで　２回以内
黒斑・葉枯・べと・さび病 テーク水和剤 600 倍 収穫14日前まで　３回以内
ボトリチス葉枯症・黒斑病 ロブラール水和剤 1000 ～1500 倍 収穫14日前まで　３回以内

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

8 月
オオタバコガ・アザミウマ コテツフロアブル 2000 倍 収穫前日まで　3 回以内

斑点病・灰色かび病 ロブラール水和剤 1000 倍 収穫前日まで　3 回以内
すすかび病 トリフミン水和剤 3000 倍 収穫前日まで　5 回以内

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

8 月
オオタバコガ・アザミウマ コテツフロアブル 2000 倍 収穫前日まで　2 回以内

うどんこ病・斑点病 カスミンボルドー 1000 倍 収穫前日まで　5 回以内

予防の時期 対象病害虫 農薬名 希釈倍率 使用時期・回数

８月上旬
ハダニ スターマイトフロアブル

ダブルフェースフロアブル 2000 倍 収穫前日まで　1回以内

褐色腐敗病 ランマンフロアブル 2000 倍 収穫前日まで　4 回以内

８月中下旬
ヨトウムシ・オオタバコガ フェニックス顆粒水和剤 2000 ～ 4000 倍 収穫前日まで　3 回以内

褐色腐敗病 プロポーズ顆粒水溶剤 1000 倍 収穫前日まで　4 回以内

玄米紙袋の皆掛重量（正味重量＋風袋重量）が平成29年産米より30.6kgから30.5kg へ量目が変更になりました。まだ
皆掛重量の訂正（検査印認印）を行なっておられない方は出荷前に再度ご確認いただき事前に変更をお願いします。詳し
くは、各事務所にお問い合わせください。

平成29年度 水稲受託農作業料金表

消費税額は、作業時における該当税率を乗じたものとする。

次の作業については、割増料金を追加する場合がある。
1. ひとつの圃場面積が5ａ未満の機械作業は、20％割増
2. 倒伏田でのコンバイン作業は下記の割増料金
倒伏面積割合 30～50％未満 50～80％未満 80％以上
割増料金率 20％割増 30％割増 50％割増

受託作業種別 受託作業内容 面積単位 受託料金（税別）
稲刈り～

ライス荷受 コンバイン刈 10a 20,648円

平成29年度ライスセンター  利用料 平成29年度におけるライスセンターの利用料を下表により
定めることとします。

籾含有水分 17.0%
以下

17.1％

18.0％

18.1％

19.0％

19.1％

20.0％

20.1％

21.0％

21.1％

22.0％

22.1%

23.0%

23.1%

24.0%

24.1％

25.0％

25.1％

26.0％

26.1％

27.0％
27.1％
以上

玄米1kg当り 17.5 20.7 23.8 27 30.2 31.7 33.3 35 36.5 38.1 39.7 41.2

～～～～～～～～～～

税別　円（米袋　別途）ライスセンター利用料

品位　2 等米 品位　3 等米以下
玄米1袋（30kg）当 240 360

保有米運送　税別120円／袋
生もみ運送　税別5.1円／ kg

（運賃　別途）色彩選別機利用料 税別　円

平成29年産米より玄米紙袋の皆掛重量が変更になりました
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島根おおちトピックス

　

第
55
回
島
根
米
品
評
会
が
開
催
さ
れ
、
６
月
９
日
に
松
江
市
に
お
い

て
表
彰
式
が
取
り
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
品
評
会
に
お
い
て
は
、形
質
、整
粒
歩
合
、着
色
粒
、

異
種
穀
粒
に
食
味
値
を
加
え
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
１
３
８
点
の
出
品
が
あ
る
中
で
、

管
内
の
元
根
正
規
氏
の
出
品
米
が
総
合
得
点
、
形
質
、
整
粒
歩
合
が
特
に
優
れ
て
お
り

「
特
別
栽
培
米
ハ
ー
ブ
米
き
ぬ
む
す
め
」
で
首
席
〔
農
林
水
産
大
臣
賞
〕、「
特
別
栽
培
米

つ
や
姫
」
で
３
席
〔
全
農
会
長
賞
〕
の
ダ
ブ
ル
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
島
根
県
知
事
賞
に
は
、
石
原
下
営
農
組
合
の
「
き
ぬ
む
す
め
」
が
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

他
の
受
賞
者
に
つ
い
て
は
次
の
通
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

9
6 月

6
6 月

第
55
回
島
根
米
品
評
会

「
ふ
れ
あ
い
農
園
」

サ
ツ
マ
イ
モ
苗
植
え
交
流

農林水産大臣賞・全農会長賞
元根　正規

島根県知事賞
石原下営農組合

顕彰名 受賞者 品　種
農林水産大臣賞
（総合首席）

元　根　正　規 さん
（瑞穂） きぬむすめ

全 農 会 長 賞
（総合３席）

元　根　正　規 さん
（瑞穂） つ　や　姫

島 根 県 知 事 賞 石原下営農組合（邑智） きぬむすめ
島根県農業振興

協会長賞
池　上　仁　志 さん

（大和） きぬむすめ

島根県農業協同
組合長賞

農事組合法人　森実 AA
（石見） きぬむすめ

溝　口　定　信 さん
（石見） つ　や　姫

　

島
根
お
お
ち
青
年
連
盟
、
女
性
部
、
Ｊ
Ａ
の
三
者
が

協
力
し
、
邑
智
郡
邑
南
町
中
野
の｢

ふ
れ
あ
い
農
園｣

で
保
育
園
児
ら
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
交
流
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
が
土
に
触
れ
、

作
物
を
育
て
、
収
穫
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
通
し
て
「
食

と
農
の
つ
な
が
り
」
の
大
切
さ
を
知
っ
て
も
ら
お
う
と

２
０
０
５
年
か
ら
継
続
し
て
お
り
今
回
で
12
回
目
。
今

回
は
、
管
内
10
の
保
育
所
か
ら
１
３
５
名
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

　

園
児
ら
は
、
青
年
連
盟
や
女
性
部
部
員
、
Ｊ
Ａ
職
員

の
手
を
借
り
な
が
ら
、
10
ａ
の
圃
場
に
サ
ツ
マ
イ
モ
の

苗
１
，
２
０
０
本
を
植
え
つ
け
ま
し
た
。

　

青
年
連
盟
の
玉
川

幸
司
委
員
長
は
、｢

土

に
触
れ
、
作
物
の
成
長

を
知
っ
て
も
ら
う
と
と

も
に
地
元
の
作
物
の
良

さ
を
感
じ
て
も
ら
い
た

い
。
秋
に
は
お
い
し
い

サ
ツ
マ
イ
モ
が
採
れ
る

の
を
楽
し
み
に
し
て
ほ

し
い
。｣

と
話
さ
れ
ま

し
た
。

島根米品評会表彰
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島根おおちトピックス

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
の
瑞
穂
・
羽
須
美
両
支

店
の
年
金
受
給
者
に
よ
る
瑞
穂
・
羽
須
美
年
金
友

の
会
総
会
が
、
邑
南
町
の｢

田
所
公
民
館｣

で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
は
、
２
年
毎
に
開
催
さ
れ
、

27
年
度
・
28
年
度
の
事
業
、
会
計
報
告
と
29
年
度
・
30
年
度
の
事

業
計
画
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
の
終
了
後
に
は
、
懇
親
会
・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
や
津
軽
三
味
線
、
歌
謡
シ
ョ
ー
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
瑞
穂
支
店
・
羽
須
美
支
店
の
職
員
に
よ
る
演
芸
も
披
露
さ
れ
、

瑞
穂
支
店
は
、
相
撲
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
振
り
込
み
詐
欺
防
止
を
呼
び
か
け
、
羽
須
美
支
店
は
、

揃
い
の
手
作
り
衣
装
で
ダ
ン
ス
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

瑞
穂
管
内
か
ら
１
５
９
名
、
羽
須
美
管
内
か
ら
64
名
で
合
計
２
２
３
名
の
大
勢
の
年
金
受

給
者
の
出
席
が
あ
り
、
盛
会
な
総
会
と
な
り
ま
し
た
。

24
6 月

瑞
穂
・
羽
須
美
年
金
友
の
会
総
会

　

ゆ
と
り
倶
楽
部
は
、
島
根
お
お
ち
地
区
本
部
２
階
大

会
議
室
で
第
２
回
講
座
を
開
講
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
講

師
に
家
の
光
地
方
講
師
の
影
山
和
美
先
生
を
お
招
き
し
、

ク
レ
イ（
樹
脂
粘
土
）を
使
っ
た
小
物
作
り
を
習
い
ま
し
た
。

講
座
に
は
受
講
生
28
名
が
参
加
し
、
フ
タ
付
ガ
ラ
ス
容
器
の
フ
タ
に
ク
レ

イ
を
使
っ
て
デ
コ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
ま
し
た
。
は
じ
め
に
ク
レ
イ
の
扱
い
方

や
、１
２
０
℃
の
オ
ー
ブ
ン
で
20
分
焼
く
と
硬
く
な
る
な
ど
の
特
徴
を
聞
い

た
後
、
そ
れ
ぞ
れ
好
き
な
色
の
粘
土
を
選
び
、
小
さ
く
千
切
っ
た
り
、
型
抜

き
し
た
り
し
て
花
び
ら
や
葉
っ
ぱ
な
ど
の
パ
ー
ツ
を
作
り
、
フ
タ
に
配
置
し

て
い
き
、
完
成
し
た
物
か
ら
オ
ー
ブ
ン
で
焼
き
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
焼
き

上
げ
を
待
つ
間
、
本
体
の
ガ
ラ
ス
容
器
に
、
ポ
ー
セ
ラ
ー
ツ
用
の
絵
柄
シ
ー

ル
を
貼
り
付
け
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
、
影
山
先
生
に
焼
き
付
け
を

し
て
頂
き
、
後
日
届
く
予
定
で
す
。
受
講
生
た
ち
は
、
粘
土
な
の
で
扱
い
が

簡
単
で
オ
ー
ブ
ン
で
焼
く
だ
け
で
で
き
る
の
で
、
自
宅
で
も
簡
単
に
作
れ
そ
う
と
好
評
で
し
た
。 14

6 月

ゆ
と
り
倶
楽
部  

第
２
回
講
座
開
催

　
「
幸
せ
の
た
ね　

た
ん
ぽ
ぽ
」
は
、

邑
南
町
中
野
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い

農
園
」
で
赤
大
豆
の
苗
を
植
え
つ

け
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
自
ら
種

を
蒔
き
育
苗
し
た
赤
大
豆
の
苗
を
、
鳥
に
双
葉
を
食

べ
ら
れ
な
い
よ
う
に
一
苗
、
一
苗
、
し
っ
か
り
と
植
え

込
み
ま
し
た
。
参
加
し
た
メ
ン
バ
ー
は
大
豆
が
順
調

に
生
育
す
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
手
作
り
す
る
こ
と
を
大
切
に
活
動
し
て
い
き
た
い

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
植
え
つ
け
ら
れ
た
赤
大
豆
は
、

秋
に
収
穫
し
、
味
噌
加
工
や
豆
腐
作
り
に
使
用
す
る

予
定
で
す
。

6
6 月

フ
レ
ミ
ズ「
幸
せ
の
た
ね  

た
ん
ぽ
ぽ
」部
会
、

大
豆
苗
を
植
え
る　

第
17
回
菌
床
し
い
た
け
生
産

組
合
総
会
を
い
こ
い
の
村
し
ま
ね

に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
総
会

で
の
事
業
報
告
で
は
、
全
国
大

会
で
の
品
評
会
に
お
い
て
金
賞
を
含
む
16
点
の
入

賞
に
つ
い
て
、
ま
た
菌
床
し
い
た
け
レ
シ
ピ
コ
ン
テ

ス
ト
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

29
年
度
計
画
で
は
、
き
の
こ
の
里
づ
く
り
事
業
へ

の
取
り
組
み
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
管
内

で
８
，
７
０
０
千
円
の
販
売
高
と
な
っ
て
お
り
、
こ

の
事
業
へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
将
来
的
に
は
、
販

売
高
２
億
円
を
目
指
し
ま
す
。

13
6 月

菌
床
し
い
た
け
生
産
組
合
総
会
開
催
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頭数 最高価格 最低価格 平均価格

中 央 市 場
メス 114 1,630,800 239,760 658,910
ヌキ 157 1,040,040 193,320 738,756
合計 271 1,630,800 193,320 705,461

島根おおち
メス 11 762,480 529,200 646,331
ヌキ 23 893,160 584,280 738,250
合計 34 893,160 529,200 708,512

瑞 穂
メス 3 762,480 569,160 672,480
ヌキ 4 711,720 584,280 643,410
合計 7 762,480 569,160 655,869

羽 須 美
メス     
ヌキ     
合計 0 0 0 0

石 見
メス     
ヌキ 4 757,080 699,840 756,810
合計 4 757,080 699,840 756,810

川 本
メス 3 685,800 644,760 668,880
ヌキ 3 727,920 642,600 673,200
合計 6 727,920 642,600 671,040

邑 智
メス 4 704,160 534,600 639,090
ヌキ 11 893,160 708,480 788,596
合計 15 893,160 534,600 748,728

大 和
メス 1 529,200 529,200 529,200
ヌキ     
合計 1 529,200 529,200 529,200

桜 江
メス     
ヌキ 1 684,720 684,720 684,720
合計 1 684,720 684,720 684,720

県外移出率

33.68%合計27.54%去勢雌 42.37%

中央 “急落” の相場展開 
　本県 6月の子牛市場は、中央市場のみの開設で、
271頭の上場があり、平均価格は、雌 658,910 円、
去勢 738,756 円、総平均 705,461 円で“急落”
の取引となりました。
　今月の上場牛は、ややバラツキがみられ、発育
良好なものが多くみられた反面、発育・肋張りが
弱いもの、過肥気味のものが一部で見受けられま
した。

平成29年6月子牛市場成績表

◇
私
事
で
す
が
５
月
よ
り
Ｊ
Ａ
の
「
野
菜
作
り
教
室
」へ
月
一
回
い
っ
て
お
り
ま
す
。
今
回
の

「
営
農
だ
よ
り
」の
病
害
虫
の
予
防
徹
底
の
ペ
ー
ジ
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
百
姓
一
年
生

に
と
っ
て
は
色
々
と
勉
強
に
な
り
あ
り
が
た
い
限
り
で
す
。
上
手
に
野
菜
作
り
が
出
来
ま
す

よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。
今
は
主
人
が
主
で
す
が
…
。	

邑
智
支
店
管
内　

K
さ
ん　

50
代

●
重
点
品
目
野
菜（
白
ね
ぎ
、
ナ
ス
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
）の
病
害
虫
の
予
防
に
つ
い
て

で
し
た
ね
。
野
菜
に
よ
っ
て
使
用
す
る
薬
剤
や
使
用
時
期
・
使
用
回
数
な
ど
に
決
ま
り
が
あ
っ

て
な
か
な
か
難
し
い
で
す
ね
。
が
ん
ば
れ
百
姓
一
年
生
！
判
ら
な
い
事
は
Ｊ
Ａ
の
営
農
指
導
員

に
遠
慮
な
く
ご
相
談
下
さ
い
ね
！

◇
今
年
の
梅
雨
は
、
空
梅
雨
で
皆
さ
ん
水
稲
、
畑
作
物
に
水
が
欲
し
い
状
態
で
す
が
、
そ
ろ

そ
ろ
本
格
的
な
雨
到
来
と
な
る
で
し
ょ
う
か
？
ホ
タ
ル
や
、
ア
ジ
サ
イ
、
山
ユ
リ
が
見
ら
れ

る
様
に
な
る
の
が
楽
し
み
で
す
。	

石
見
支
店
管
内　

Ａ
さ
ん　

60
代

●
予
報
で
は
雨
が
多
い
と
の
事
で
し
た
が
、
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
蒸
し
暑
い
６
月
～
７
月
で

す
が
、
ア
ジ
サ
イ
や
山
ユ
リ
を
観
賞
す
る
の
は
楽
し
み
で
す
ね
。
ま
た
夕
方
、
薄
暗
く
な
っ

て
月
見
草
が
咲
き
始
め
る
頃
ホ
タ
ル
の
光
り
を
見
つ
け
る
の
も
楽
し
み
で
す
。

◇
今
月
裏
表
紙
の「
し
ま
ね
○う
れ
し
ぴ
」の
ス
ナ
ッ
プ
エ
ン
ド
ウ
と
キ
ャ
ベ
ツ
の
和
え
物
、
夏
に

ピ
ツ
タ
リ
の
メ
ニ
ュ
ー
で
す
。
我
が
家
に
キ
ャ
ベ
ツ
が
た
く
さ
ん
で
き
て
、豚
肉
と
キ
ャ
ベ
ツ
、

え
の
き
や
他
の
野
菜
と
で
蒸
し
煮
に
し
ま
す
が
、
こ
の
和
え
物
も
い
い
で
す
ね
。
今
日
は
豚

肉
が
家
に
な
い
の
で
明
日
あ
た
り
買
い
に
行
き
、
早
速
夕
食
の
メ
ニ
ュ
ー
に
し
ま
す
。
白
身

魚
の
木
の
芽
み
そ
チ
ー
ズ
焼
き
も
お
い
し
そ
う
で
す
ね
。
色
々
参
考
に
な
り
ま
す
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。	

桜
江
支
店
管
内　

Ｓ
さ
ん　

60
代

●
豚
肉
の
事
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
ま
し
た
。「
疲
労
回
復
ビ
タ
ミ
ン
」
と
言
わ
れ
る
ビ
タ
ミ

ン
B
1
が
豊
富
、
脳
の
働
き
を
活
性
化
さ
せ
る
栄
養
素
ビ
タ
ミ
ン
B
12
や
、
コ
ロ
ス
テ
ロ
ー

ル
を
低
下
さ
せ
る
脂
肪
酸
も
多
く
含
ま
れ
、
低
カ
ロ
リ
ー
で
、
お
肌
の
活
性
化
に
も
良
い
。

へ
ぇ
ー
！
す
ご
い
食
材
だ
っ
た
ん
だ
ぁ
～
。
と
感
動
し
ま
し
た
。

◇
我
が
家
の
ア
ジ
サ
イ
が
、
さ
し
木
か
ら
約
５
年
ぶ
り
に
今
年
咲
き
ま
し
た
! !
薄
む
ら
さ
き

に
ブ
ル
ー
の
さ
わ
や
か
な
花
び
ら
に
て
、
う
れ
し
い
！
う
れ
し
い
！
の
連
呼
。
し
か
し
、
今

年
は
空
梅
雨
に
て
毎
日
の
水
や
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
が
苦
に
な
ら
ず
、
サ
ー
ビ
ス
満
点
の
水

や
り
で
す
。
植
え
た
苗
が
育
つ
の
は
う
れ
し
い
も
の
で
す
ネ
。
庭
が
な
い
の
で
余
計
に
感
動

し
て
い
ま
す
。
来
週
末
ぐ
ら
い
で
も
雨
が
降
り
ま
す
よ
う
に
! !

	

川
本
支
店
管
内　

Ｙ
さ
ん　

70
代

●
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
５
年
間
待
ち
に
待
っ
た
開
花
。
愛
情
た
っ
ぷ
り
に
育
て
ら
れ

た
ア
ジ
サ
イ
。
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
梅
雨
の
季
節
に
な
る
と
Ｙ
さ
ん
の
た
め
、
さ
わ
や
か
な
花

を
咲
か
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
楽
し
み
、
楽
し
み
。
で
す
ね
！

今
月
も
皆
さ
ん
か
ら
の
お
た
よ
り
が
た
く
さ
ん

届
い
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
他
、
Ｊ
Ａ
に
対
す
る
ご
意
見
ご
要
望
な
ど

も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お便り紹介
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　このたび、JAしまねの組合員・利用者に対し、JA職員を装った人物からの口座番号の問
い合わせ、JA共済の支払い等に関するリフォーム業者からの不審電話が発生しております。
　口座番号の問い合わせや、JA共済の支払いに関する事例が発生した場合、まずは最寄
りの支店または島根おおち地区本部までご相談ください。

組合員・利用者のみなさまへ

このような不審電話がかかってきた場合、
口座番号を絶対にお答えにならないようお
願いします。

修理費をめぐる業者とのトラブルに巻き込まれる恐れが
あります。また、JA建物更生共済では自然災害による被害
が発生した場合、JA共済の担当者が支払該当の可否や損
害査定を実施し、迅速に対応します。

JA職員を装った人物か
ら「出資配当金の振り込

みを行うため、口座番号を教え
て欲しい。」との電話

事案１
「共済を使って自己負担ゼロでリ
フォームが出来ます。」「屋根瓦がゆが

んでますが、台風被害の損傷なので、あとで
共済金が支払われるので修理しませんか。」

事案 2

注　意　情　報

JAしまね
島根おおち地区本部
オリジナルカレンダー

2018

JA島根おおち地区本部は、
来年2018年のオリジナル
カレンダー作品を募集します。

各小学校を通じてJA窓口へ送付。

選考基準、表彰
各コンクールの作品から選考し採用とする。

JA島根おおち地区本部管内の小学生

各コンクールの募集課題に準じて行うが、
オリジナルカレンダーには、横書きの作品を使用する。

JAグループが主催する以下のコンクールへの
応募作品の中から選考し採用します。
○ JA バンク「みどりを守る児童画コンクール」
○ JA 共済　 ｢交通安全ポスターコンクール｣
○ JA 全農　 ｢クミアイプロパン絵のコンクール｣

応募要領

作品基準

応募資格

応募先

審　査

作品
募集
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女
が
性
行
部
く

島根おおち地区本部

問い合わせ先 ☎83-1802

夏
に
向
け
た
料
理
研
究

　

羽
須
美
支
部
は
、
こ
れ
か
ら
の
暑
い
夏
に
向
け
た
料
理
研
究
を

開
催
し
ま
し
た
。
作
っ
た
の
は
２
品
で
、
今
が
旬
の
新
ジ
ャ
ガ
イ

モ
や
夏
野
菜
の
キ
ュ
ウ
リ
や
ト
マ
ト
を
使
っ
た
、
簡
単
に
作
れ
、

サ
ッ
パ
リ
と
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
料
理
に
仕
上
が
り
ま
し
た
。

　

レ
シ
ピ
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

介
護
施
設
に
タ
オ
ル
寄
贈

西
部
３
女
性
部
交
流
会

　

島
根
お
お
ち
地
区
本
部
女
性
部
邑
智
支

部
は
、
社
会
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て
美

郷
町
別
府
の
社
会
福
祉
法
人
敬
愛
福
祉
会

に
タ
オ
ル
を
寄
贈
し
ま
し
た
。タ
オ
ル
は
、

デ
ィ
サ
ー
ビ
ス
や
す
ら
ぎ
の
里
別
府
の
施

設
で
役
立
て
て
い
た
だ
こ
う
と
部
員
た
ち

が
そ
れ
ぞ
れ
持
ち
寄
り
ま
し
た
。当
日
は
、

尾
原
恵
美
子
部
長
と
梅
田
近
枝
副
部
長
か

ら
西
原
慎
治
理
事
長
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
尾
原
部
長
は「
少
し

で
も
施
設
を
利
用
さ
れ
る
皆
様
の
、お
役
に
立
て
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
邑
智
支
部
で
は
こ
れ
か
ら
も
社
会
貢

献
活
動
や
地
域
に
根
付
い
た
活
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

12
6 月

28
6 月

　

島
根
お
お
ち
、
い
わ
み
中
央
、
西
い
わ
み
の
３
地
区
本
部
の
女
性
部
に
よ
る

西
部
Ｊ
Ａ
女
性
部
ふ
れ
あ
い
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
交
流
会
は
、
平
成
25

年
か
ら
始
ま
り
５
回
目
と
な
る
今
回
は
津
和
野
市
街
を
散
策
し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
女
性
部
員
は
３
地
区
合
わ
せ
て
56
名
。
津
和
野
駅
に
集
合
し
、
Ｓ
Ｌ

前
で
記
念
写
真
を
撮
る
と
、
津
和
野
駅
か
ら
本
通
り
を
中
心
に
城
下
町
の
古
い

町
並
み
を
見
学
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、和
紙
人
形
作
り
や
太
皷
谷
稲
荷
神
社
参
拝
、

堀
庭
園
を
見
学
す
る
な
ど
芸
術
と
歴
史
あ
る
津
和
野
の
町
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

西
部
の
３
女
性
部
が
地
区
本
部
を
ま
た
い
だ
交
流
を
も
つ
こ
と
が
で
き
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
親
交
を
深
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
今

後
も
３
地
区
の
女
性
部
で
交
流
を
続
け
、
よ
り
良
い
関
係
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

20
6 月

①イカを塩ゆでし、適当な大き
さに切る
②ジャガイモを 1センチ角のサ
イコロ形に切り、やわらかくな
るまでゆでる
③トマト、キュウリを適当に切る
④ボールに納豆を入れ、混ぜる
⑤④にゆでたイカ、ジャガイモ、
トマト、キュウリを入れ、混ぜ
合わせる
⑥塩で味を調整する
⑦器に盛り、切った大葉をのせる

新ジャガイモの納豆和え新ジャガサラダ

ジャガイモ大…１
トマト大………１
キュウリ……１本
納豆……１パック
ジャガイモ大…１
イカ…………適量
大葉…………適量

材　料

ジャガイモ
キュウリ
トマト
卵
ジャコ
好みのドレッシング

材　料 ①ジャガイモを千切りにし、サッ
と茹でて、冷水に上げる
②キュウリを千切り、トマトを
適当に切る
③卵を焼き、錦糸卵を作る
④ボールに①②③を入れ、ジャコ
と一緒に混ぜる
⑤器に盛り、好みのドレッシン
グをかける
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8月の行事紹介

17日（木）・18日（金）・19日（土）
8月の外勤日

事業所・施設紹介

　平成 29 年 3 月島根おおち地区本部
は、営農事業を中心に大幅な機構改革
を行ないました。これにより、農機課
を農機拠点センターに名称を改め新た
なスタートを切りました。
　管内二箇所に整備工場を設け整備担
当者が常駐しており、事務所にはフロ
ントを配置し、各地区には選任担当者
を配置することで、組合員からの問い
合わせや修理依頼等に迅速に対応でき
るような体制としています。
　お問い合わせは、フリーダイヤル
0120-927277 までご連絡下さい。

農機拠点センター

邑智郡邑南町矢上53
TEL（0855）95-0814
FAX（0855）95-1088

問い合わせ

年金相談会
場　所：石見支店
時　間：10：00～15：00

ローン相談会
場　所：邑智支店
時　間：9：00～15：00

8月22日

8月27日

火

日

お知らせ

全職員を対象に行ないますので、各事業
所の窓口はお休みにさせていただきます

（一部除く）

内容：米袋をリサイクルしてバック作り
※聴講もできますので、ご希望の方は組合

員課（☎83-1802）までご連絡下さい

5

9

8 月

8 月

コンプライアンス研修・
人権啓発研修会

ゆとり倶楽部

土

水
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